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まちの話題
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

音
楽
サ
ー
ク
ル
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｚ
Ｅ

音
楽
活
動
を
通
じ
て

仲
間
づ
く
り
や
世
代
間
交
流
を
推
進

皆
さ
ん
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
「
Ｆ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｚ
Ｅ
（
フ
リ
ー
ズ
、
久
田

英
司
代
表
）」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

フ
リ
ー
ズ
は
、
町
内
の
若
者
た
ち

を
中
心
に
「
音
楽
活
動
を
通
じ
て

の
仲
間
づ
く
り
や
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
青
少
年
の
世
代
間
交
流
を
進

め
よ
う
」
と
、
各
種
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
す
る
音
楽
仲
間
の
サ

ー
ク
ル
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
公
共
・
商

業
施
設
な
ど
で
開
催
。
前
回
で
第

４
回
目
と
な
る
「
明
和
音
楽
祭
Ｆ

Ｉ
Ｒ
Ｅ
・
Ｆ
Ｌ
Ｙ
（
フ
ァ
イ
ヤ

ー
・
フ
ラ
イ
）」
な
ど
を
は
じ
め
、

平
成
20
年
10
月
に
は
、
町
制
50
周

年
記
念
「
第
２
回
Ｄ
Ｂ
（
ダ
ン

ス
・
ア
ン
ド
・
バ
ン
ド
）
祭
」
を

開
催
し
、
町
制
50
周
年
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

代
表
の
久
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
、
音
楽
活
動
の
場
と
な
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
企
画
・

開
催
し
、
町
内
外
の
地
域
の
皆
さ

ん
と
広
く
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
久
田
さ
ん
や
町
内
の
若

者
が
所
属
す
る
バ
ン
ド
「E

'E
R

L
ic
k

（
エ
ヴ
ァ
ー
・
リ
ッ
ク
）
」

が
、
次
の
音
楽
行
事
に
出
演
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
会
場
で
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
行
事
名

第
20
回
ラ
イ
ト
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
同
運
営
委
員
会
・
三
重
県
な

ど
主
催
）

■
日
時

３
月
29
日
5

開
場
＝

午
後
４
時
30
分
、開
演
＝
午
後
５
時

■
場
所

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
内
　
三
重
県
文
化
会
館
中

ホ
ー
ル
（
津
市
一
身
田
上
津
部

田
１
２
３
４
）

※
入
場
料
（
前
売
り
１
０
０
０
円
、

当
日
１
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
三
重
県
軽

音
楽
振
興
協
議
会
事
務
局
（
H
０

５
９
８
・
42
・
６
６
５
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
月
７
日
、
名
古
屋
市
の
「
ふ

わ
く
山
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
町
を

訪
れ
、
斎
宮
の
牛
葉
自
治
会
の
皆

さ
ん
な
ど
の
案
内
で
、
町
内
の
史

跡
・
旧
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

同
会
は
名
古
屋
市
に
拠
点
を
置

き
、
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の

道案内が縁で

牛葉自治会の皆さんが
町内の史跡・旧跡を案内

上
園
公
園
で
町
制
50
周
年
記
念
植
樹
祭

町
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

植
樹
祭
の
様
子

２
月
１
日
、
国
史
跡
斎
宮
跡
の

上
園
公
園
で
「
町
制
50
周
年
記
念

植
樹
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
植
樹
を
通
じ
て
公
園

内
の
緑
化
を
図
り
、
国
史
跡
斎
宮

跡
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
、
明
和
町

緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

（
須
賀
恒
彦
代
表
）
が
主
催
し
た

も
の
で
す
。

活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
12
月
、

同
会
員
が
事
前
に
斎
宮
跡
を
訪
れ

た
際
、
た
ま
た
ま
、
牛
葉
自
治
会

長
の
中
川
隆
雄
さ
ん
が
道
案
内
し

た
こ
と
が
縁
で
、
今
回
の
来
町
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
ふ
わ
く
山
の
会
会 隆子女王の墓を散策する皆さん

員
23
人
が
来
町
。
午
前
中
に
斎
宮

歴
史
博
物
館
な
ど
を
見
学
し
、
お

昼
に
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館

横
の
休
憩
所
で
、
牛
葉
自
治
会
長

や
中
井
町
長
な
ど
が
一
行
を
出
迎

え
、
同
自
治
会
の
方
か
ら
「
地
元

の
野
菜
を
お
土
産
に
」
と
白
菜
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
「
史
跡
斎
宮
跡
・
伊
勢

街
道
ま
ち
づ
く
り
会
」
の
会
長
も

務
め
る
牛
葉
自
治
会
の
永
島
　
喬

さ
ん
の
案
内
で
、
隆
子
女
王
の
墓

や
業
平
松
な
ど
、
町
内
各
所
の
史

跡
・
旧
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

ふ
わ
く
山
の
会
副
会
長
の
東
條

良
子
さ
ん
は
「
会
で
は
、
斎
王
ゆ

か
り
の
地
を
順
に
訪
ね
て
い
ま

す
。
明
和
町
は
、
歴
史
を
感
じ
る

の
ど
か
な
良
い
町
で
す
ね
」
と
話

し
て
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や

同
委
員
会
の
会
員
を
は
じ
め
、
町

関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
。
参
加
者
が
相
互
に
協
力
し
、

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
１
０
０
０
本
、
シ
バ

ザ
ク
ラ
１
０
０
０
株
を
次
々
と
植

え
て
い
き
ま
し
た
。

植
樹
さ
れ
た
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
と
シ

バ
ザ
ク
ラ
は
、
５
月
に
見
ご
ろ
を

迎
え
る
と
の
こ
と
で
す
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

し
た
。

エヴァー・リックの皆さん（写真左端は
フリーズ代表の久田さん）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安
全
サ
ポ
ー
ト
の
下

子
ど
も
料
理
教
室
を
開
催

双
葉
幼
稚
園
の
５
歳
児
た
ち

１
月
14
日
、
双
葉
幼
稚
園
で

「
子
ど
も
料
理
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
「
食
に
つ
い
て
地

域
で
学
び
、
支
え
あ
っ
て
、
明
和

町
に
お
け
る
食
育
の
発
展
と
地
域

の
活
性
化
を
図
ろ
う
」
と
町
学

び
・
支
え
実
行
委
員
会
が
主
催
。

神
戸
市
の
サ
カ
モ
ト
キ
ッ
チ
ン
ス

タ
ジ
オ
の
中
村
千
里
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
双
葉
幼
稚
園
の
５
歳
児

た
ち
20
人
が
「
節
分
」
を
テ
ー
マ

に
、
い
り
ま
め
ご
飯
や
イ
ワ
シ
の

か
ば
焼
き
、
ホ
ウ
レ
ン
草
の
ご
ま

和
え
、
豆
腐
の
お
す
ま
し
の
料
理

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
イ
ワ
シ
を
手
開

き
し
た
り
、
豆
腐
を
手
の
ひ
ら
の

上
で
切
っ
た
り
と
、
ほ
と
ん
ど
が

初
め
て
の
体
験
の
よ
う
で
し
た
が

「
お
も
し
ろ
い
」「
と
て
も
楽
し
い
」

な
ど
、
料
理
に
興
味
津
々
。
料
理

が
完
成
し
た
後
は
、
自
分
た
ち
が

作
っ
た
料
理
を
み
ん
な
で
楽
し
み

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
に
研
修
を
受

け
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
23
人
が
、
安
全
管
理
と
サ
ポ

ー
ト
に
参
加
。
「
で
き
る
限
り
手

を
だ
さ
な
い
」
よ
う
に
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

修
正
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
の

「
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
」

に
参
加
す
る
児
童
た
ち
が
、
ス
ポ

ー
ツ
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。

教
室
に
参
加
し
て
い
る
の
は
、

修
正
小
学
校
区
の
男
女
児
童
15
人

（
３
年
生
５
人
、
４
年
生
７
人
、

６
年
生
３
人
）
。
こ
の
教
室
は
平

成
20
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
、
毎
週
火
曜
日
の
夜
に
同
校

体
育
館
で
、
経
験
者
な
ど
３
人
の

地
域
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
下
、
基

まちの話題
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

１
月
17
日
、
明
星
の
本
郷
自
治

会
の
「
前
の
池
公
園
」
で
、
町
制

50
周
年
記
念
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

植
樹
祭
は
本
郷
自
治
会
が
主
催

し
た
も
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
約

１
０
０
人
が
参
加
。
前
の
池
公
園

は
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
憩
い
と
交

流
の
場
に
」
と
、
同
自
治
会
員
の

皆
さ
ん
が
こ
の
日
に
向
け
て
整

地
・
草
刈
り
に
汗
を
流
し
て
整
備

し
た
も
の
で
す
。
植
樹
祭
で
は
、

町
の
木
「
マ
キ
」
や
「
ハ
ナ
モ
モ
」

の
苗
木
約
90
本
を
、
記
念
の
立
て

札
と
と
も
に
植
樹
し
ま
し
た
。

植
樹
の
後
は
、
具
が
た
く
さ
ん

入
っ
た
温
か
い
す
い
と
ん
や
お
に

ぎ
り
、
焼
き
芋
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
、
公
園
の
周
辺
に
自
生
す

る
ヤ
マ
モ
モ
な
ど
樹
木
の
名
前
当

て
ク
イ
ズ
も
行
わ
れ
、
お
年
寄
り

修
正
プ
レ
ジ
ャ
ー
ズ
の
皆
さ
ん

修
正
プ
レ
ジ
ャ
ー
ズ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
心
地
よ
い
汗

修
正
小
学
校
の
児
童
た
ち
15
人

「大きく育ってね」と、願いを込めて植樹され
ました

町
制
50
周
年
記
念

本
郷
の
「
前
の
池
公
園
」
で
植
樹
祭

ク
イ
ズ
な
ど
で
幅
広
い
世
代
が
交
流

子
ど
も
料
理
教
室
の
様
子

本
的
な
練
習
や
ゲ
ー
ム
で
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。教

室
に
参
加
す
る
児
童
た
ち
の

チ
ー
ム
名
は
「
修
正
プ
レ
ジ
ャ
ー

ズ
」
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

「
楽
し
み
」
そ
し
て
「
喜
び
」
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の
チ
ー

ム
名
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
週
の
練
習
の
ほ
か
に

も
、
近
隣
市
町
の
大
会
に
出
場
し

た
り
、
練
習
試
合
を
組
ん
だ
り
と
、

幅
広
く
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
、
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。

か
ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
、
幅
広
い

世
代
の
皆
さ
ん
が
交
流
と
親
ぼ
く

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

お
わ
び
と
訂
正

本
紙
２
月
号
２
ペ
ー
ジ
ま
ち

の
話
題
「
町
消
防
団
出
初
め
式
」

記
事
本
文
中
の
「
町
長
表
彰
・

勤
続
章
　
西
村
智
宏
さ
ん
」
は

「
同
章
　
西
村
友
宏
さ
ん
」
の
誤

り
で
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お

わ
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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■
質
問
　
明
和
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
い
つ
ま
で
に

完
成
す
る
の
か
？

□
町
の
説
明

平
成
21
年
９
月
ご

ろ
ま
で
に
は
、
一
定
の
考
え
方
を

ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
土
地
利
用
の
規
制
誘
導

平
成
20
年
11
月
下
旬
か
ら
本
年
１
月
下
旬
に
か
け
て
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
町
内
13
会

場
で
「
町
政
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
延
べ
２
６
３
人
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
「
明
和
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
策
定
に
向
け
た
町
の
土
地
利
用
計
画
案

を
ご
提
案
し
た
後
、
道
路
や
下
水
道
、
環
境
、
教
育
な
ど
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
幅
広
い
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
町
政
懇
談
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

を
進
め
て
い
く
た
め
、
都
市
計
画

手
続
き
や
条
例
の
制
定
な
ど
を
検

討
す
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
が
、

そ
の
前
に
基
本
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
（
町
長
）。

■
質
問

「
ま
ち
の
個
性
や
特
徴

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え

て
い
る
の
か
？

□
町
の
説
明

斎
宮
跡
を
は
じ
め

と
し
た
歴
史
・
文
化
は
、
他
所
に

な
い
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

歴
史
的
に
見
て
農
業
を
振
興
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
歴
史
・
自

然
・
文
化
と
都
市
的
土
地
利
用
の

調
和
を
図
る
た
め
の
住
み
分
け
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
（
町

長
）。

■
質
問
　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
意

見
を
聞
け
ば
き
り
が
な
い
。
町

議
会
が
理
解
す
れ
ば
良
い
の
で

は
？

□
町
の
説
明

町
が
勝
手
に
推
し

進
め
て
は
、
住
民
の
立
場
に
た
ち
、

住
民
の
意
見
を
反
映
し
た
計
画
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ

ル
の
発
生
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
概

ね
の
了
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
考
え
で
す
。
最
終
的
に
は
町
議

会
に
も
諮
り
決
定
し
て
い
き
ま
す

（
町
長
）。

■
質
問
　
広
域
圏
道
路
沿
い
へ
の

商
業
・
産
業
エ
リ
ア
設
定
の
考

え
は
？

□
町
の
説
明

広
域
圏
道
路
は
、

坂
本
以
南
の
部
分
で
現
実
的
に
分

断
さ
れ
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま

す
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
20
年
先

を
見
据
え
、
10
年
ご
と
に
状
況
に

応
じ
た
見
直
し
も
考
え
ま
す
が
、

現
時
点
で
の
誘
導
方
針
と
し
て

は
、
幹
線
道
路
と
し
て
あ
る
程
度

整
備
さ
れ
た
部
分
を
軸
に
設
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
政
策
課

長
）。

■
質
問
　
土
地
利
用
計
画
図
の
確

定
に
よ
る
産
業
エ
リ
ア
内
の
排

水
や
道
路
整
備
は
？

□
町
の
説
明

先
行
投
資
に
よ
っ

て
整
備
し
た
用
地
へ
企
業
を
誘
致

す
る
の
が
、
一
番
積
極
的
で
分
か

り
や
す
い
手
法
で
す
が
、
現
在
の

経
済
状
態
で
は
リ
ス
ク
も
高
く
難

し
い
状
況
で
す
。
計
画
で
は
、
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
に
よ
り
、
誘

致
計
画
が
あ
れ
ば
必
要
な
整
備
を

考
え
る
と
い
う
方
針
で
す
（
政
策

課
長
）。

■
質
問
　
都
市
計
画
税
を
賦
課
す

る
考
え
は
？

□
町
の
説
明

よ
り
積
極
的
な
公

共
施
設
整
備
を
行
う
部
分
で
賦
課

す
る
こ
と
が
で
き
る
税
で
す
が
、

今
回
の
都
市
計
画
は
そ
こ
ま
で
積

極
的
な
手
法
を
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
10
年
前
に
線
引
き
を
断
念
し

た
経
緯
も
踏
ま
え
る
中
、
都
市
計

画
税
は
賦
課
し
な
い
方
針
で
す

（
政
策
課
長
）。

■
質
問
　
線
引
き
は
し
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
今
回
考
え
て
い
る

規
制
と
は
？

□
町
の
説
明

特
定
用
途
制
限
地

域
に
基
づ
く
建
築
条
例
に
よ
る
規

制
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
線
引

き
・
用
途
指
定
な
ど
手
法
ご
と
に

一
長
一
短
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

の
人
口
減
少
予
測
や
10
年
前
の
反

省
か
ら
、
弾
力
的
で
柔
軟
な
規
制

を
模
索
し
て
い
ま
す
（
政
策
課

長
）。

■
質
問
　
計
画
を
実
現
す
る
た
め

の
財
源
は
？

□
町
の
説
明

明
和
町
の
財
政
は

県
内
で
中
ほ
ど
の
順
位
で
、
先
行

投
資
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、
今

後
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。
土
地
利
用
計
画
図
で

は
、
都
市
的
エ
リ
ア
を
大
き
く
設

定
し
て
お
り
、
計
画
的
に
誘
導
で

き
れ
ば
財
政
に
も
余
裕
が
生
ま
れ

る
と
思
い
ま
す
（
副
町
長
）。

■
質
問
　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

土
地
利
用
・
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

企
業
誘
致
、
道
路
計
画
、

下
水
道
な
ど
に
つ
い
てK

くらし
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

町政懇談会にあわせて、町内各世帯に配布したパ
ンフレットの土地利用計画案

町
内
13
会
場
で
町
政
懇
談
会
を
実
施

土
地
利
用
計
画
・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

企
業
誘
致
な
ど
に
幅
広
い
ご
意
見
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現
段
階
で
何
ら
か
の
予
定
や
対

策
は
？

□
町
の
説
明

現
実
的
に
は
、
大

企
業
は
県
北
部
ま
で
し
か
入
っ
て

こ
な
い
状
況
で
す
。
ま
ず
は
、
受

け
皿
と
な
る
土
地
を
決
め
る
こ
と

で
、
企
業
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
現
在
、
松
阪
市
ほ
か
４
町
で
広

域
的
に
活
性
化
を
図
る
協
議
会
も

設
立
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
景
気

の
影
響
か
ら
す
ぐ
さ
ま
活
性
化
に

つ
な
げ
る
の
は
難
し
い
状
況
で
す

（
町
長
）。

■
質
問
　
明
和
中
央
線
の
整
備
計

画
は
？

□
町
の
説
明

町
道
明
和
中
央
線

の
八
木
戸
交
差
点
か
ら
県
道
鳥
羽

松
阪
線
交
差
点
ま
で
を
５
工
区
に

分
け
て
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
近

鉄
と
の
立
体
交
差
の
考
え
方
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
、
す
ぐ
に
は

と
り
か
か
れ
な
い
状
況
で
す
。
現

在
は
、
広
域
圏
道
路
（
中
村
〜
坂

本
間
）
の
拡
幅
整
備
を
先
に
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
町
長
）。

■
質
問
　
町
南
部
に
お
け
る
下
水

道
の
整
備
予
定
は
？

□
町
の
説
明

現
在
、
町
北
部
を

農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
っ
て
整

備
中
で
、
下
水
道
へ
の
年
間
投
資

可
能
額
を
検
討
す
る
中
、
農
業
集

落
排
水
事
業
の
完
了
後
に
宮
川
流

域
公
共
下
水
道
の
採
択
を
受
け
る

よ
う
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
、

段
階
的
に
整
備
し
て
い
く
計
画
で

す
（
上
下
水
道
課
長
）。

■
質
問
　
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
農
業

基
盤
整
備
）
と
の
調
整
は
？

□
町
の
説
明

計
画
中
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
る
と
農
地
転

用
の
制
限
も
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

都
市
計
画
・
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
そ
れ
ぞ
れ
が
具
体
化
す
る

段
階
で
、
今
後
の
土
地
利
用
を
選

択
い
た
だ
く
時
期
が
訪
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
、
個
々
の
希
望
で
は
な

く
地
域
と
し
て
の
選
択
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
改
め
て
協
議
の
場
を

設
け
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
（
町

長
）。

■
質
問
　
笹
笛
川
改
修
に
伴
う
農

業
用
排
水
路
の
整
備
は
？

□
町
の
説
明

宮
川
用
水
二
期
工

事
と
関
連
す
る
中
で
、
流
量
調
整

箇
所
等
の
改
修
・
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
上
流
域
・
下
流
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
す

の
で
、
関
係
自
治
会
等
と
十
分
に

調
整
を
行
い
な
が
ら
、
段
階
的
に

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
産

業
課
長
）。

■
質
問
　
国
営
宮
川
二
期
工
事
に

伴
う
周
辺
整
備
の
考
え
方
は
？

□
町
の
説
明

国
が
買
収
し
た
残

土
置
き
場
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
具
体
的
な
考
え
方
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
調
整
池
の
周

辺
整
備
に
つ
い
て
財
政
状
況
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
中
で
あ
り
、

原
案
的
な
も
の
が
で
き
た
時
点
で

関
係
自
治
会
等
へ
相
談
に
伺
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
（
町
長
）。

■
質
問
　
大
淀
漁
港
部
分
の
堤
防

改
修
は
？

□
町
の
説
明

漁
港
区
域
は
町
の

管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

県
へ
の
管
理
委
託
に
よ
り
町
負
担

な
し
で
改
修
で
き
る
よ
う
要
望
し

て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
は
本

格
的
な
設
計
に
入
る
こ
と
か
ら
、

も
う
し
ば
ら
く
の
時
間
を
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
町
長
）。

■
質
問
　
斎
宮
跡
を
活
用
す
る
た

め
の
整
備
や
活
性
化
対
策
は
？

□
町
の
説
明

こ
れ
ま
で
、
概
ね

10
年
ご
と
に
博
物
館
、
歴
史
体
験

館
等
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
現

在
は
竹
神
社
の
北
側
に
原
寸
大
の

中
院
復
元
を
計
画
し
、
県
に
要
望

中
で
す
。
ま
た
、
観
光
客
を
呼
び

込
む
た
め
に
は
、
食
事
が
で
き
る

場
所
や
ト
イ
レ
等
の
整
備
も
必
要

で
す
。
さ
ら
に
、
斎
宮
跡
に
関
し

て
は
多
く
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
が

あ
り
、
町
が
活
動
を
と
り
ま
と
め

る
こ
と
で
活
性
化
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
（
町
長
）。

■
質
問
　
今
後
の
市
町
村
合
併
に

対
す
る
考
え
方
は
？

□
町
の
説
明

平
成
の
大
合
併
は

一
段
落
を
迎
え
た
よ
う
で
す
が
、

道
州
制
を
含
め
た
合
併
の
波
が
も

う
一
度
訪
れ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
時
点
で
、
明
和
町
が
ど

の
よ
う
な
選
択
を
す
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
町
の
明
確
な
道
筋

と
な
る
絵
だ
け
は
描
い
て
お
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
（
町
長
）。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
そ
の
他
、
土
地
利
用
計
画
案
や

質
疑
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、

政
策
課
（
H
52
・
７
１
１
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成21年第１回町議会臨時会

工事請負契約の変更など４案件を可決

２月５日、平成21年第１回明和町議会臨時会が

開かれました。

臨時会では、専決処分の承認や工事請負契約の変

更など４案件（承認２件、議案２件）を審議、いず

れも原案どおり可決しました。

【承認】

■専決処分した事件（松阪地区広域消防組合の規約

変更に関する協議）について、承認しました。

■専決処分した事件（松阪地区広域衛生組合の規約

変更に関する協議）について、承認しました。

【議案】

■住－２公営住宅整備事業上御糸団地建替工事（第

Ⅳ期）請負契約の変更について、可決しました。

■交付－１地方道路交付金事業前野・川尻線自歩道

整備工事請負契約の変更について、可決しました。

農
業
基
盤
整
備
、
斎
宮

跡
活
用
な
ど
に
つ
い
て

K
くらし
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

１
月
17
日
、
明
星
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
明
星
会
館
）
で
行
わ
れ
た

町
政
懇
談
会
の
様
子
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くらし
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

国

民

年

金

保

険

料

平
成
21
年
４
月
以
降
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
現
行
の
月
額
１
万

４
４
１
０
円
か
ら
２
５
０
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
４
６
６
０

円
に
な
り
ま
す
。

◎
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
険
料
の
口
座
振
替

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
と
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く

手
間
と
時
間
が
省
け
、
自
動
引
き

落
と
し
に
よ
っ
て
、
納
め
忘
れ
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
保
険
料
納
付
の
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
前
納
制
度
で
保
険
料
割
引

保
険
料
の
前
納
制
度
は
、
１
年

分
ま
た
は
半
年
分
を
期
日
ま
で
に

納
付
し
た
場
合
、
規
定
の
金
額
が

割
引
さ
れ
る
制
度
で
す
。

平
成
21
年
度
の
１
年
分
・
前
期

半
年
分
を
前
納
す
る
場
合
の
期
日

は
、
４
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
早
割
は
月
額
50
円
割
引

通
常
の
口
座
振
替
の
場
合
（
当

月
保
険
料
を
翌
月
末
に
引
き
落
と

４
月
か
ら
月
額
１
万
４
６
６
０
円
に

し
）
は
、
定
額
の
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
口
座
振
替

を
「
早
割
（
は
や
わ
り
）
」
に
し

た
場
合
（
当
月
保
険
料
を
当
月
末

に
引
き
落
と
し
）
は
、
月
額
50
円
、

年
間
で
６
０
０
円
が
割
引
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
２
月
か
ら
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
保
険

料
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
早
割
は
適
用
で
き
ま
せ

ん
）。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振

替
・
前
納
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
、
松
阪
社
会
保
険
事
務

所
（
H
０
５
９
８
・
51
・
５
１
１

５
）
、
ま
た
は
町
役
場
長
寿
健
康

課
保
険
年
金
係
（
H
52
・
７
１
１

6
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
年
４
月
か
ら
、
各
ご
家
庭
か

ら
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
く
際
の

「
化
粧
品
ビ
ン
」
の
分
別
方
法
・

出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
化
粧
品
の
ビ
ン
は
、

ガ
ラ
ス
の
成
分
が
一
般
的
な
ビ
ン

と
異
な
る
た
め
、
ビ
ン
の
原
料
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
業
者
の

協
力
に
よ
っ
て
素
材
が
変
更
さ

れ
、
今
後
は
「
資
源
ご
み
」
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

「
化
粧
品
の
ビ
ン
」
は
ガ
ラ
ス
類

と
し
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
４
月
以
降
は
「
資
源

ビ
ン
」
と
し
て
「
無
色
」「
茶
色
」

「
そ
の
他
の
色
」
に
分
別
の
う
え

「
ビ
ン
類
」
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
洗
っ
て
も
中
身
が
取
り
除
け
な

い
も
の
は
、
従
来
ど
お
り
「
缶
・

３月29日に 史跡斎宮跡指定
3 0 周 年 記 念 式 典 を 開 催

歌 碑 除 幕 式 な ど

昭和54年に「国史跡」の指定を受けた

斎宮跡は、本年の３月27日で「国史跡指

定30周年」を迎えます。町ではこれを記

念して、記念式典や歌碑除幕式などを、

次のとおり開催します。

■期日 ３月29日P

■内容・時間・場所

①「歴史の道歌碑」入選者表彰式・除幕

式＝午前９時30分～11時30分、斎宮

歴史博物館前（雨天の場合は同博物館

ロビー）

②記念式典・講演会＝午後１時00分～４

時30分、いつきのみや歴史体験館

※詳しくは、斎宮跡課（H52・7126）

へお問い合わせください。

新しい歌碑が整備される歴史の道

国

史

跡

斎

宮

跡

指

定

30

周

年

資
源
ご
み
「
化
粧
品
ビ
ン
」
の

分
別
・
出
し
方
を
４
月
か
ら
変
更
し
ま
す

金
属
類
等
」
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※
乳
白
色
の
ビ
ン
（
陶
磁
器
の
よ

う
な
白
色
の
ビ
ン
）
は
、
従
来
ど

お
り
「
ガ
ラ
ス
類
」
へ
お
願
い
し

ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
目

液
晶
テ
レ
ビ
・

衣
類
乾
燥
機
な
ど
を
追
加

こ
れ
ま
で
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
で
、
再
商
品
化
を
促
進
す
る
品

目
と
し
て
「
エ
ア
コ
ン
、
ブ
ラ
ウ

ン
管
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
」
の
４
品
目
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
以
降
、

新
た
に
「
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ

ビ
、
衣
類
乾
燥
機
」
の
２
品
目
が

追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。４

月
以
降
、
追
加
さ
れ
た
２
品

目
の
家
電
製
品
の
廃
棄
に
あ
た
っ

て
は
、
従
来
の
４
品
目
と
同
様
の

手
続
き
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
ご
み
分
別
・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
生
活
環

境
課
環
境
係
（
H
52
・
７
１
１
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【化粧品ビンの出し方】
◆平成21年３月まで

…「ガラス類」

◆平成21年４月から

…無色・茶色・そ

の他の色のビンに

分別のうえ「ビン

類」
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くらし
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

３月の日曜（窓口）開庁予定日

１・８・15・22・29日の各日曜日

町では「日曜（窓口）開庁」を試行実施しています。

日曜（窓口）開庁では、住民票・戸籍など各種証明書

の発行や各種申請書の受付事務などを行っています。

■３月の日曜（窓口）開庁予定日 １日、８日、15

日、22日、29日（各日曜日）

※選挙の投票日当日となる日曜日は開庁しませんの

で、ご了承ください。

■開庁時間 午前８時30分から午後５時15分まで

※正午から午後１時までの間は、窓口を閉じさせてい

ただきますので、ご了承ください。

■取扱事務 窓口事務が中心になります

※取扱事務の詳細内容については、別途各世帯にお配

りしました日曜（窓口）開庁取扱事務案内チラシか、

町ホームページ（\ h t t p : / / w w w . t o w n .

m e i w a . m i e . j p / ） を ご 覧 い た だ き 、

事前にご確認くださいますようお願いします。そのほ

か、詳しくは政策課（]52・7112）へお問い合わせ

ください。

町では、町民の皆さんと町長の直接対話や情報交換

を通して、その声を積極的に町政に取り入れていくた

め、毎月１回、町民の皆さんを対象に「町長日曜座談

会」を実施しています。３月と４月の実施内容は次の

とおりです。皆さん、お気軽にお申し込みください。

■３月の町長日曜座談会 ３月15日P 午前９時～

正午のうち、個人またはグループ・団体あたり１時

間程度　※申込期限…３月９日Q

■４月の町長日曜座談会 ４月12日P 午前10時～

正午のうち、個人またはグループ・団体あたり１時

間程度　※申込期限…４月６日Q

■各回共通事項　①ところ＝町役場庁舎１階　町長

室、②対象＝町内に在住する人、または町内に在

住・在勤する人で構成する各種団体・グループな

ど、③申し込み＝所定の申込書に必要事項（希望テ

ーマなど）を記入のうえ、総務課へ提出してくださ

い（土曜日・祝日を除く。午前８時30分～午後５

時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただきます。

５月以降の日程は、毎月の広報めいわでお知らせしま

す。そのほか、詳しくは総務課（]52・7111）へお

問い合わせください。

町 長 日 曜 座 談 会
３ 月 1 5 日 ・ ４ 月 1 2 日
（事前申し込みが必要です）

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
保
険
医
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
た
め
の
、
大
切
な
医
療
保

険
制
度
で
す
。

平
成
21
年
４
月
以
降
の
制
度
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

皆
さ
ん
の
窓
口
負
担

現
行
の
１
割
に
据
え
置
き

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
う

ち
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

（
現
役
並
み
所
得
が
あ
る
人
を
除

く
）
は
、
保
険
医
療
機
関
に
か
か

る
と
き
の
窓
口
負
担
が
、
平
成
21

年
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま

で
、
現
行
ど
お
り
「
１
割
」
に
据

え
置
か
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
、

窓
口
負
担
に
つ
い
て
１
割
か
ら
２

割
へ
の
引
き
上
げ
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
見
直
し
が
引
き

続
き
凍
結
さ
れ
、
平
成
21
年
度
の

間
、
現
行
の
１
割
に
据
え
置
か
れ

る
と
い
う
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
平
成
21
年
８
月
に
、

講演会の様子

国

民

健

康

保

険

被
保
険
者
の
前
年
所
得
に
応
じ

て
、
個
々
の
平
成
21
年
度
負
担
割

合
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
見
直
し
に
伴
い
、

被
保
険
者
証
と
併
せ
て
交
付
し
て

い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
、
４

月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
へ
は
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。

※
こ
の
負
担
割
合
は
、
平
成
22
年

４
月
以
降
は
「
２
割
（
現
役
並
み

所
得
が
あ
る
人
は
「
３
割
」
の
ま

ま
）
」
へ
の
変
更
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課

保
険
年
金
係
（
H
52
・
７
１
１
６
）

ヘ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
関
心
を
寄
せ
る
地
域
づ
く
り
を

Ｍ
Ｃ
ネ
ッ
ト
の
児
童
虐
待
防
止
講
演
会

１
月
23
日
、
児
童
虐
待
防
止
講
演
会
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
虐
待
の
防
止
な
ど

地
域
の
力
を
高
め
よ
う
」
と
町
が
主
催
、
Ｍ
Ｃ
ネ
ッ
ト
（
町
子
ど
も
家
庭

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

講
演
会
に
は
、
民
生
・
児
童
委
員
を
は
じ
め
、
学
校
関
係
者
や
一
般
の

皆
さ
ん
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
。
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
所
の
津

村
　
薫
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
「
虐
待
防

止
を
視
野
に
入
れ
た
子
育
て
支
援
」
を
テ

ー
マ
に
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
「
児
童
虐
待
す
る
親
を
責
め
て

も
援
助
に
は
な
ら
な
い
。
子
ど
も
に
温
か

い
関
心
を
寄
せ
る
社
会
・
地
域
づ
く
り
が

大
切
」
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
考
え
方
を

講
演
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
講

師
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

制
度
の
一
部
変
更
の
お
知
ら
せ
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人権センター＝H ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝H 52-7123、I 52-7133

今
月
の
ひ
と
ま
ち
ふ

れ

あ

い

企

画

くらし
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

ふるさと納税（寄附）のお知らせ
「ふるさと納税制度」とは、ふるさとを応援した

いという皆さんのお気持ちを「寄附」を通じて実現

できるよう、寄附金税制を拡充し、寄附をしやすく

した制度です。地方公共団体（明和町など）に対す

る寄附金のうち，適用下限額（5,000円）を超える

部分について、一定の限度額まで所得税と個人住民

税を合わせて全額控除されます。

明和町で生まれ育った人、関わりが深い人など、

町を応援したいという気持ちがあれば、出身地や居

住地などに制限はありませんので、多くの人にこの

制度をご活用いただき、町を応援いただきますよう

お願いします。

※寄附の方法など、詳細内容は町ホームページ

（\ h t t p : / /www . t own .m e iw a .m i e . j p /）

にも掲載しています。詳しくは、政策課（H52・

7112、N s e i s a k u@town .m i e -me iwa . l g . j p）

へお問い合わせください。K

ひと・まち・ふれあい企画

スタンプラリーの賞品交換

ひと・まち・ふれあい企画スタンプ

ラリーのポイントが７個または15個集

まった人で、まだ賞品交換をされてい

ない場合は、次のとおり交換してくだ

さい。

■交換締め切り日 ３月27日U

■場所 町人権センター＝平日の午前

８時30分から午後５時15分まで

■そのほか 平日の受け取りが困難な

人は、事前に町人権センターまで連

絡してください

※詳しくは、町人権センター（]55・

3052）へお問い合わせください。

春
色
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
！

春
を
感
じ
さ
せ
る
か
わ
い
い
洋

菓
子
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

４
月
10
日
:

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

10
人
（
先
着
順
）

■
講
師

瀧
川
陽
子
さ
ん

■
参
加
費

６
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
ふ
き
ん

■
受
講
資
格

町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人

■
申
し
込
み

３
月
23
日
6
〜
27

日
:
の
午
前
９
時
〜
５
時
に
人

権
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
町
人

権

セ

ン

タ

ー

（
H

55
・
３
０
５
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
20
年
度
公
民
館
講
座
・
同

好
会
の
閉
講
式
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

発
表
会
で
は
、
講
座
生
や
同
好

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

各
種
サ
ー
ク
ル
の

参
加
者
を
募
集

人
権
セ
ン
タ
ー

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
よ
る
各
種
自
主
運
営
サ

ー
ク
ル
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◎
お
菓
子
作
り
サ
ー
ク
ル

■
開
催
日

年
６
回

■
定
員

12
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

年
間
２
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）、
材
料
代
は
１

０
０
０
円
程
度

■
申
し
込
み

３
月
16
日
6
〜
19

日
9
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
　

◎
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
　

■
開
催
日

月
２
回
　
第
２
・
第

４
水
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
参
加
費
　
年
間
２
０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

■
申
し
込
み

３
月
16
日
6
〜
19

日
9
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

◎
着
付
け
サ
ー
ク
ル

■
開
催
日

年
９
回
　
開
催
月
第

会
生
の
芸
能
発
表
や
作
品
展
示
を

行
い
ま
す
。

■
日
時
と
内
容

３
月
14
日
;

①
式
典
＝
午
前
９
時
30
分
〜
、

平
成
20
年
度
公
民
館
講
座
・
同
好
会

閉
講
式
開
催
の
お
知
ら
せ

前回の春色ケーキ作りの様子

２
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

■
参
加
費

年
間
２
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

■
申
し
込
み
　
３
月
16
日
6
〜
19

日
9
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
H
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
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シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

平 成 2 1 年 度 木 造 住 宅 の

無 料 耐 震 診 断 を 受 付 中

「私たちを守るはずの家が凶器になる・・・」

そんな恐ろしいことを考えたことがありますか？

平成７年に発生した阪神・淡路大震災の犠牲者のうち、

大半の人が倒壊した建物の下敷きになり、亡くなられてい

ます。

残念ながら、近い将来発生が予想されている「東海・東

南海・南海地震」に対して、必要な安全性能を満たしてい

ない家屋が多いのが現状です。

安心して暮らせる毎日は、家が安全であることがまず第

一です。「ご自宅が地震に対してどのくらい安全であるのか」

無料耐震診断を受けて、ご自宅の安全性を確認してくださ

い。

■対象建築物の要件 ①木造住宅、②昭和56年５月31日以

前に着工された住宅、③階数が３階以下

※工法によっては、対象とならない場合があります。

■診断料 無料

■診断実施時期 ５月から適宜実施

■受付期間 12月25日Uまで

※申し込み・問い合わせは、危機管理室（]52・7110）へ

お問い合わせください。

0（ー1） 

0（±0） 

0（±0） 

0（±0） 0（±0） 

23（＋10） 1（ー1） 

22（＋12） 

■町内の刑法犯認知件数（平成21年１月１日～31日） 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

※「自販機荒らし」に要注意！ 

１月16日～ 
２月15日 

前年同時期 
との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

53件 

7件 

10人 

0人 

46件 

78件 

11件 

13人 

0人 

67件 

－13件 

－5件 

－3人 

重傷者数 1人 2人 ±0人 

±0人 

－8件 

■町内交通事故発生状況（平成21年２月15日現在） 

～ じこがない　そんなまいにち　うれしいな ～ 

平成21年１月 
からの累計 

くらし
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

K

３
月
１
日
5
か
ら
７
日
;
ま
で

の
１
週
間
「
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
防
火
防
災
に
関
す
る
意
識
や
行

動
力
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
無
料
相
談
会

県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
で

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど

の
多
重
債
務
に
悩
ん
で
い
る
皆
さ

３
月
１
日
〜
７
日

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

ま
た
、
万
一
発
生
し
た
場
合
に
も

被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
、
火

災
か
ら
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
運
動
の
重
点
目
標
】

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

⑤
車
両
火
災
防
止
対
策
の
推
進

※
こ
の
時
季
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な

り
ま
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
、

十
分
注
意
し
、
家
庭
や
地
域
か
ら

火
災
を
防
止
し
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
し
ま
し

ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
（
H
52
・
５

６
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

②
発
表
会
＝
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

■
場
所

中
央
公
民
館
大
集
会
場

※
詳
し
く
は
、
町
中
央
公
民
館

（
H
52
・
７
１
３
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ん
を
対
象
に
、
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日
時

４
月
15
日
8
午
後
５
時

30
分
〜
８
時
30
分
（
午
後
８
時

ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所

松
阪
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
（
松
阪
市
日
野

町
７
８
８
番
地
、
カ
リ
ヨ
ン
プ

ラ
ザ
３
階
）

■
相
談
料

無
料

■
主
催

三
重
県
司
法
書
士
会
松

阪
支
部

※
詳
し
く
は
、
連
絡
事
務
局
　
鈴

木
久
志
さ
ん
（
司
法
書
士
、
H
０

５
９
８
・
23
・
４
６
３
８
）
、
ま

た
は
安
川
浩
二
さ
ん
（
司
法
書
士
、

H
０
５
９
８
・
21
・
３
７
５
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 
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お知らせ
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

青
年
国
際
交
流
事
業

参
加
者
を
募
集

内
閣
府
で
は
、
平
成
21
年
度
に

実
施
す
る
青
年
国
際
交
流
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
説
明
会
】

■
日
時

３
月
14
日
;

午
後
１

時
30
分

■
場
所

み
え
県
民
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ア
ス
ト
津
３
階
）

■
募
集
対
象
　
日
本
国
籍
を
有
す

る
県
内
在
住
の
18
歳
か
ら
30
歳

ま
で
の
青
年
（
平
成
21
年
４
月

１
日
現
在
）

■
募
集
事
業

①
海
外
交
流
派

遣
、
②
日
中
青
年
親
善
交
流
、

③
日
韓
青
年
親
善
交
流
、
④
世

界
青
年
の
船
、
⑤
東
南
ア
ジ
ア

青
年
の
船

■
募
集
人
数

各
事
業
と
も
若
干

名
■
応
募
締
め
切
り

３
月
25
日
8

当
日
消
印
有
効

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
健
康
福
祉

部
こ
ど
も
局
こ
ど
も
未
来
室
（
H

に
参
加
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

新
し
い
制
度
に
よ
る
入
札
へ
の

参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
同

組
合
経
理
係
（
H
０
５
９
６
・

37
・
１
２
１
８
）
へ
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
札
制
度
変
更
の

お
知
ら
せ

伊
勢
広
域
環
境
組
合

伊
勢
広
域
環
境
組
合
で
は
、
同

組
合
が
実
施
す
る
入
札
方
法
に
つ

い
て
、
４
月
１
日
か
ら
「
受
注
希

望
型
指
名
競
争
入
札
」
に
変
更
し

ま
す
。

こ
の
入
札
制
度
は
、
同
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\h

t
t
p
:

/
/
w
w
w
.i
s
e
k
o
u
i
k
i
.

o
r
.j
p
/

）
に
お
い
て
入
札
予

定
や
入
札
条
件
を
公
表
し
、
入
札

０
５
９
・
２
２
４
・
２
４
０
４
、

N

k
o
d
o
m
o
m
@
p
r
e
f
.

m
ie
.j
p

）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ご
参
加
く
だ
さ
い

第
53
回
定
期
演
奏
会

三
重
大
学
吹
奏
楽
団

三
重
大
学
吹
奏
楽
団
で
は
、
第

53
回
定
期
演
奏
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時
・
場
所

①
３
月
５
日
9

開
場
＝
午
後
６
時
、
開
演
＝
午

後
６
時
30
分
、
中
京
大
学
文
化

市
民
会
館
プ
ル
ニ
エ
ホ
ー
ル
、

事業主の皆さんへ　労働保険の年度更新のお知らせ
平成21年度から、労働保険の年度更新の申告・納付時期が変わり

ます。年度更新の手続きは、６月１日Qから７月10日Uまでの間に

行っていただくことになります。算定期間は、従来どおり４月１日

から翌年３月31日までで変更はありません。なお、年度更新申告書

の発送も、申告時期に合わせ６月初旬となります。
※年度更新の時期が社会保険の算定基礎届の提出時期と重なります

ので、手続きの準備はお早めにお願いします。詳しくは、三重労働

局（]059・226・2100）へお問い合わせください。

平
成
21
年
度

国
家
公
務
員
の
募
集

人
事
院
で
は
、
平
成
21
年
度
国

家
公
務
員
試
験
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

Ⅰ
種
試
験

■
申
込
書
受
付
期
間

４
月
１
日

8
〜
８
日
8

■
第
１
次
試
験
日
　
５
月
３
日
5

Ⅱ
種
試
験

■
申
込
書
受
付
期
間

①
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
＝
４
月
11
日
;
〜
15

日
8
、
②
郵
送
ま
た
は
持
参
＝

４
月
13
日
6
〜
22
日
8

■
第
１
次
試
験
日

６
月
21
日
5

Ⅲ
種
試
験

■
申
込
書
受
付
期
間

６
月
23
日

7
〜
30
日
7

■
第
１
次
試
験
日

９
月
６
日
5

※
受
験
案
内
な
ど
の
配
布
開
始
日

は
、
Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
は
２
月
２
日
6
、

Ⅲ
種
は
５
月
11
日
6
か
ら
で
す
。

ま
た
、
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書

は
郵
便
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
事
院
中
部
事
務

局
（
H
０
５
２
・
９
６
１
・
６
８

３
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

②
３
月
７
日
;

開
場
＝
午
後

３
時
30
分
、
開
演
＝
午
後
４
時
、

四
日
市
市
文
化
会
館
第
１
ホ
ー

ル
■
入
場
料
　
大
学
生
・
一
般
の

人
＝
前
売
９
０
０
円
、
当
日
１

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
の

人
＝
前
売
５
０
０
円
、
当
日
６

０
０
円

■
主
催
　
三
重
大
学
吹
奏
楽
団

※
詳
し
く
は
、
代
表
の
矢
頭
由
裕

さ
ん
（
H
０
８
０
・
３
６
４
６
・

３
０
７
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

自治宝くじコミュニティ助成事業

西出自治会で掲示板設置など
このほど、財団法人自治総合センターの宝く

じの普及・広報事業「コミュニティ助成事業」

を活用し、西出自治会では、平成20年度事業として「掲示板・

屋外放送設備整備事業」を実施。屋外用の掲示板と放送機器を

西出公民館に設置し、今後のコミュニティ活動の推進に活用い

ただきます。

放送機器

屋外用の掲示板
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お知らせ
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

2 0 1 1年７月2 4日

地上アナログテレビ

放送終了のお知らせ

現行の地上アナログテレビ放送は、地

上デジタルテレビ放送への移行に伴い、

2011年７月24日までに終了します。

地上デジタルテレビ放送の視聴方法な

ど、受信に関する相談・問い合わせは、

下記までお願いします。

■受信相談 総務省地上デジタルテレビ

ジ ョ ン 放 送 受 信 相 談 セ ン タ ー

（H0570・07・0101、またはH03・

4334・1111）

■視聴エリア Yデジタル放送推進協会

ホームページ（\ h t t p : / / w w w .

d p a . o r . j p /）

大規模小売店舗新設の公告
産業課からのお知らせ

大規模小売店舗立地法に基づき、三重県において

「大規模小売店舗新設の届出」が次のとおり公告さ

れましたので、その主な内容をお知らせします。

公告された届出書は、次の縦覧場所以外にも、町

役場産業課企業誘致商工観光係でも閲覧できます。

■届出書の主な内容

①大規模小売店舗の名称・所在地

名称＝（仮称）ケーズデンキ明和パワフル館

所在地＝三重県多気郡明和町大字中村字六反田

1290番　他５筆

②大規模小売店舗を設置する者

名称＝株式会社ギガス

所在地＝愛知県弥富市鯏浦町東前新田41番地の１

③大規模小売店舗の新設をする日

平成21年９月14日

④届出等の縦覧場所

三重県農水商工部商工振興室

⑤届出等の縦覧の期間・時間

１月23日U～５月23日V（開庁日の午前９時～

午後５時）

※届出書の内容を抜粋しています。そのほか、詳し

くは産業課（]52・7138）へお問い合わせくださ

い。

町
更
生
保
護
女
性
の
会
（
野
畑

久
子
会
長
）
で
は
、
明
和
町
制
50

周
年
と
明
和
中
学
校
50
年
を
記
念

し
、
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
50
?
の
「
の
り
巻
き
ず
し
」

を
作
り
ま
す
。

６
年
生
の
皆
さ
ん
、
小
学
校
の

思
い
出
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
21
日
;

午
後
１

時
〜

■
場
所

町
中
央
公
民
館
大
集
会

場
■
参
加
対
象
　
町
内
の
小
学
校
６

年
生

■
参
加
費

無
料

■
申
し
込
み
　
各
小
学
校
で
配
布

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
各
小
学
校
へ
提
出
く

だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
町
更
生
保
護
女
性

の
会
・
野
畑
久
子
さ
ん
（
H
52
・

５
６
２
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ご
参
加
く
だ
さ
い

50
??

の
「
の
り
巻
き
ず
し
」
作
り

町
更
生
保
護
女
性
の
会

ざ
い
し
ょ
市
と

わ
が
家
の
あ
ら
れ
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト

町
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会

町
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
各
催
し
を
開
催

し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

第
７
回
わ
が
家
の
あ
ら
れ
自
慢
コ

ン
テ
ス
ト

■
日
時
　
３
月
28
日
;

午
前
11

時
〜
午
後
０
時
45
分

■
場
所

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
階
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ー
ト

■
内
容
　
手
作
り
あ
ら
れ
の
コ
ン

テ
ス
ト

■
出
品
応
募
締
め
切
り

３
月
13

日
:
必
着

第
９
回
明
和
ざ
い
し
ょ
市

■
日
時

３
月
28
日
;

午
前
10

時
〜
午
後
６
時
30
分

■
場
所

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
階
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ー
ト
　
　

■
内
容
　
①
町
特
産
の
野
菜
や
あ

な
ご
寿
司
、
昆
布
や
ヒ
ジ
キ
な

ど
の
海
産
物
、
各
種
和
菓
子
の

販
売
、
②
と
く
し
ん
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
販
売
、
③
業
平
う
ま

煮
、
青
柳
姫
貝
、
古
代
米
玄
米

茶
、
十
二
単
あ
ら
れ
、
ひ
じ
き

う
ど
ん
な
ど
第
49
回
全
国
推
奨

観
光
土
産
品
審
査
会
出
品
作
品

の
販
売

※
あ
ら
れ
の
コ
ン
テ
ス
ト
出
品前回のあられ自慢コンテストの様子

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

応
募
資
格
・
人
数
・
方
法
な
ど
、

そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
町
特
産
品

振
興
連
絡
協
議
会
（
明
和
町
観
光

協
会
内
、
H
52
・
０
０
５
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 



12

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ お知らせ
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,266人　 

11,267人　 

11,999人　 

7,793世帯 

２月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

17人 

26人 

62人 

50人 

１月中の主な増減 

 

 今月の行政相談・心配ごと相談
■日時・内容 ①３月２日Q＝午前９時30分～正午、行政

相談・心配ごと相談、②３月16日Q＝午後１時30分～４

時、心配ごと相談

■場所 保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（H52・7056）

へお問い合わせください。

K

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
備
え
よ
う
！
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
へ

の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
海
外

の
ど
こ
か
で
流
行
す
る
と
、
短
い

期
間
で
日
本
で
も
流
行
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
だ
れ
も
が
免
疫
を

持
っ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
で
流

行
す
る
と
人
口
の
25
％
（
３
２
０

０
万
人
）
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
と
、
多
く
の
人
が
感
染
し
、

医
療
機
関
や
交
通
機
関
、
製
造
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
す
べ
て
の
分
野

で
働
き
手
が
減
る
こ
と
に
な
り
、

社
会
活
動
に
も
被
害
が
で
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
規

模
を
縮
小
す
る
に
は
感
染
の
拡
大

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

流
行
し
た
と
き
に
個
人
で
で
き

る
対
策
は
、
①
外
出
は
し
な
い
こ

と
、
②
人
と
接
触
を
し
な
い
こ
と
、

③
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の

着
用
も
有
効
で
す
。

※
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
、
咳
や
く

し
ゃ
み
が
で
る
と
き
に
、
ハ
ン
カ

チ
な
ど
で
口
や
鼻
を
覆
う
こ
と
で

す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
長
寿

健
康
課
（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ
】

■
日
時
・
対
象
児

３
月
12
日

9
＝
平
成
18
年
８
月
生
ま
れ
、

４
月
21
日
7
＝
平
成
18
年
９
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で
に

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
日
時
・
対
象
児

３
月
６
日

:
＝
平
成
19
年
８
月
生
ま
れ
、

４
月
10
日
:
＝
平
成
19
月
９
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
日
時
・
対
象
児

３
月
13
日

:
＝
平
成
17
年
８
月
生
ま
れ
、

４
月
17
日
:
＝
平
成
17
年
９
月

生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
日
時
・
対
象
者

３
月
25
日

8
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま

せ
ん

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

子
ど
も
の
名
前
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
前

日
ま
で
に
福
祉
子
育
て
課
（
H

52
・
７
１
１
５
）
ま
で

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
時
・
対
象
者

３
月
11
日

8
＝
平
成
20
年
10
月
〜
平
成
21

年
１
月
出
生
児
（
こ
れ
ま
で
に

未
参
加
の
人
）

■
内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し

む
育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
　
中
村
幸
美

さ
ん
（
助
産
師
）

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま

で
（
11
時
30
分
終
了
予
定
）

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
、
お
茶
・
果

汁
･
ミ
ル
ク
な
ど
（
必
要
な
人
）

■
申
し
込
み

前
日
ま
で
に
福
祉

子
育
て
課(

H
52
・
７
１
１
５)

ま
で
（
定
員
15
人
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

※
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
す
。

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
福
祉
子

育
て
課
（
H
52
・
７
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
季
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

で
は
、
４
月
12
日
に
開
催
す
る
第

８
回
春
季
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加
チ
ー
ム

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

４
月
12
日
5

開
会
＝

午
前
９
時

■
場
所

総
合
体
育
館

■
参
加
対
象

20
歳
以
上
の
女
性

で
編
成
す
る
チ
ー
ム
（
先
着
40

チ
ー
ム
）

■
参
加
料

１
チ
ー
ム
当
た
り
２

０
０
０
円

■
申
し
込
み

総
合
体
育
館
受
付

窓
口
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
３
月

31
日
7
ま
で
に
、
同
館
ま
た
は

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

高
山
治
久
さ
ん
（
〒
５
１
５
│

０
３
０
３
、
明
和
町
山
大
淀
３

０
７
１
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
初
心
者
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
も
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

収 税 対 策 室 か ら の お 知 ら せ

町収税対策室では、平日の役場開庁時間内に、お仕事の都合などで町

税・保険料の納付・相談が困難な皆さんのために、平日の夜間と日曜日

の窓口を、次のとおり開設しています。皆さん、ぜひご利用ください。

＝平日夜間納付・相談窓口＝
■日時 ３月12日{ ・27日U（開設時間は、いずれも午後５時15分～

８時30分）

■場所・内容 役場収税対策室、町税・保険料の納付・相談

＝日曜納付窓口＝
■日時 3月１日・８日・15日・22日・29日（各日曜日。開設時間は、

いずれも午前８時30分～午後５時15分。ただし、正午から午後１時

までの間は窓口を閉じさせていただきます）

■場所・内容 役場会計課、町税・保険料の納付

※詳しくは、収税対策室（H52・7143）へお問い合わせください。

３月の町税・保険料納付（納期限＝３月31日R）は次のとおりです。

納税は早めに済ませましょう。いずれも年金天引きを除きます。

■国民健康保険税＝12期　■介護保険料＝12期　
■後期高齢者医療保険料＝８期
※納税には口座振替が利用できます。今月は27日Uに、お届けの預金口

座から自動的に振替されますので、納付忘れもなく大変便利です。預金

通帳と金融機関届出印をご持参のうえ、町内金融機関窓口、または収税

対策室で手続きをしてください。そのほか、詳しくは、収税対策室

（H52・7143）へお問い合わせください。

夜間・日曜納税窓口の開設

３月の町税・保険料納付ご案内　納税は忘れず！

お知らせ
広報めいわ ３月号平成21年

(2009年)

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

11.0

10.0

9.3

8.4

5.9

2.3

7.1

7.5

6.7

採水日（２月４日） 

祓　川（下御糸橋） 1.4

1.1

1.4

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

■最大震度別地震回数（平成21年１月11日～２月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

65 28 7 1 0 ０ ０ 0 ０ 101

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

明 和 町 広 報 紙 有 料 広 告 掲 載 の 募 集
明和町広報紙「広報めいわ」では、紙面に掲載する有料広告

を次のとおり募集しています。募集要件など詳細な内容について

は、総務課情報係（H52・7111）へお問い合わせください。

【広告枠の大きさ・広報紙発行１回あたりの掲載料金など】

■裏表紙面（４色印刷）①縦4.35cm×横8.75cm＝ 7,000円

②縦4.35cm×横18cm＝14,000円

■中　　面（２色印刷）①縦4.35cm×横8.75cm＝ 5,000円

②縦4.35cm×横18cm＝10,000円

K

歓
迎
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し

く
は
高
山
治
久
さ
ん
（
H
55
・
４

１
１
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

３
月
８
日
に

健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
日
時
　
３
月
８
日
5

受
け
付

け
＝
午
前
８
時
45
分
、
出
発
＝

午
前
９
時

■
集
合
場
所

下
御
糸
漁
港

■
コ
ー
ス

約
６
・
５
>

下
御

糸
漁
港
か
ら
下
御
糸
地
区
内
を

巡
る
コ
ー
ス
　

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
H

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

な
り
ひ
ら

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

新
入
団
員
の
募
集

な
り
ひ
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
学
童
軟
式
野
球
）
で
は
、
平
成

21
年
度
の
団
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
あ
い
さ
つ
と
礼
儀
を

モ
ッ
ト
ー
に
「
元
気
で
明
る
く
強

い
チ
ー
ム
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

女
子
の
入
団
も
大
歓
迎
で
す
。

■
入
団
資
格

町
内
小
学
校
２
〜

６
年
生
（
平
成
21
年
４
月
時
点
）

■
練
習
日
時

①
２
〜
４
年
生
＝

土
・
日
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
正
午
、
②
５
・
６
年
生
＝
土

曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

１
時
・
日
曜
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時

■
練
習
場
所
　
大
淀
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

■
年
会
費
　
５
０
０
０
円
（
傷
害

保
険
料
含
む
）

■
申
込
方
法

年
会
費
を
添
え

て
、
濱
口
行
生
代
表
（
H
55
・

２
０
５
２
）
ま
た
は
辻
　
博
幸

監
督
（
H
55
・
３
３
８
０
）
へ

■
入
団
式

４
月
５
日
5
午
前
９

時
〜
・
大
淀
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
※
練
習
体
験
（
３
月
15
日
5
午
前

９
時
〜
・
大
淀
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

濱
口
代
表
ま
た
は
辻
監
督
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



３
月
号

平
成
2
1
年

（
2
0
0
9
年
）

N
o
.
4
9
7

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せいつきのみや歴史体験館からのお知らせ

おはなし小槌（こづち）の読み聞かせ

ふるさと会館では、子どもを対象とした「おはなし小槌

（こづち）」の読み聞かせを、次のとおり行います。楽しい

お話がたくさんあります。皆さん、お気軽にご参加くださ

い。

■日時・内容　３月22日P 午後２時～、絵本「おでかけ

のまえに」「なきむしえんはおおさわぎ」、紙芝居「コン

スケくんのおたんじょうかい」

■場所　ふるさと会館２階ロビー

図書館員のお話し会

■日時　３月26日{ 午前11時～

■場所　ふるさと会館１階児童室

本のコーティング講座

■日時　３月15日P 午前10時～11時30分

■場所　ふるさと会館１階

■定員　８人（申し込み多数の場合は抽選）

■申し込み　図書館受付窓口または電話にて申し込み

■その他　講座材料費として200円が必要です

三重歴史街道をゆく（写真展）

斎王が当時の都から伊勢の地まで、お下りされた道すが

らの現風景の写真展です。

■期間　３月８日Pまで

■場所　歴史民俗資料館（ふるさと会館２階）

■テーマ　斎王の群行

【3月の休館日】 ２日Q・９日Q・16日Q・20日U・
23日Q・30日Q・31日R

※各催しの詳細な内容など、そのほか詳しくは、ふるさと

会館（]52・7131）へお問い合わせください。

いつきのみや歴史体験館では、平安時代の生活を体験す

ることができるさまざまな講座を、次のとおり開催してい

ます。皆さん、お気軽にご参加ください。

古代の香り体験

～お香の話と練香（ねりこう）づくり～（要予約）

京都の香老舗「松栄堂」から講

師をお招きして、お香の話を聞き

ながら、歴史を学び、香木などの

天然香料を使って、練香づくりを

体験します。

■日時 ３月７日V 午後１時～

３時

■参加費　2,800円

■定員　30人

草餅（くさもち）づくり（要予約）

平安時代の人々が食べた草餅は、蓬（よもぎ）ではなく、

母子草（ははこぐさ）を材料に使いました。

母子草を摘んで、草餅づくりを体験をします。

■日時 ３月28日V 午後１時～

３時

■参加費　500円

■定員　20人

※各催しの申し込みなど、そのほか詳しくは、いつきのみ

や歴史体験館（]52・3890）へお問い合わせください。

（有料広告）

（有料広告）

（有料広告）

住宅型小規模高齢者通所介護

千千のの手手
デイサービスデイサービス
セ ン タ ーセ ン タ ー

ご利用時間延長・お試し利用対応

社会福祉法人 済生会明和病院済生会明和病院
療養介護事業所・重症心身障害児施設  療養介護事業所・重症心身障害児施設  なでしなでしこ　 こ　 介護老人福祉施介護老人福祉施設  設  明和苑明和苑

恩賜
財団

職員募集！！
■薬剤師（正規職員・パート職員）
■送迎運転手（パート職員）
※お電話でお気軽にお問い合わせください。
（平日8:30～17:00）

ご家庭で不要になりました
「こいのぼり」がございました
ら、ぜひご寄付ください。４
～６月に「こい吹かし」を設
営し、地域の皆さんに楽しんでいただく予定です。

お問い合わせ先：済生会明和病院 総務課 ◆明和町上野435番地 ◆TEL：0596-52-0131 ◆URL：http：//www.meiwa−saiseikai.jp

西山自転車商会 H(0596)52-0159
明和店（斎宮北野） 営業時間 10：00～19：00　定休日 火曜日

明和町内唯一のホンダ正規取扱店

バイク＆
サイクルニシヤマ

３～５月 ホンダ 春のスクーターキャンペーン実施中

自転車・バイクの販売、故障・パンク修理など、出張修理
季節の野菜「自家菜園」、リラックス「足湯」あります。
明和町有爾中628-5(サンシャイン自治会内)

T E L 0 5 9 6 - 5 3 - 0 2 0 2
※詳しくは、お気軽にお問い合わせください。
～自分らしい暮らしを地域の中で～ 株式会社 千の手

練香

草餅づくりの様子

【明和町ホームページ】
\http://www.town.meiwa.mie.jp/

【明和町Eメールアドレス】
Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）
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